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濱
は　ま

田
だ

康
や　す

行
ゆ　き

昭和40年代の学園紛争の頃、一種

の禁句であった言葉が今や流行語に

なっている。「産学連携」は日本中の大

学でスローガンに掲げられ実践的に

も数々の試みが展開している。保守的

な大学がなぜ急に変わったのか。実

は大学の保守性は確固とした思想に裏

付けられたことではなく、現状があま

りに心地よいために変化の必要性を

感じないというだけの消極保守にす

ぎないのだが、それにしても産学連携

をめぐる大学の姿勢の急変は人々の

目につくようである。

変化の原因は大きくふたつある。ひ

とつは大学の外側にある。基本的な背

景は10年を越える日本の不況だ。景

気対策と称する公共事業のばらまき、つ

まり需要創出に使った税金は莫大であ

ったが、景気活性化効果は僅かだった。

そうこうしているうちに日米の差は歴然

となった。当然のことだが、人々の関心

は、1990年代のアメリカの成功と日本

の失敗というコントラストに集中した。そ

こで見い出されたひとつの答え（ひと

つにすぎないが）が経済活性化に果た

す大学の貢献度の差であった。大学を

景気対策に使うなど言語道断という怒

りは正当である。数々の経済政策の誤

りのツケを大学に支払わせるつもりか、

という批判もありうる。しかし、大学がこ

れまであまりに世間と関わりがなさすぎ

たという過去の事実の方が重かったか

ら、反対論はあまり省みられなかった。

逆に、日米の大学発特許数の差、大学

発ベンチャーの数の差が例証として示

され世論は短期間で形成された。

しかし、外圧だけでは大学は動かな

かったろう。今回は呼応する内圧があ

った。それこそ法人化問題である。大

学が学問の府であることを認めるな

ら、大学がいかなる組織形態であるべ

きかは慎重に議論されるべきである。

しかし、折からの行政改革論、民営化

論、財政健全化論、そして構造改革論

の大波が慎重論を飲み込み、2004年

の法人化はあっさりと決まった。法人

化されると何がどう変わるのかまだよ

く見えないのだが、これまでのように

予算が天から降ってくることはなさそ

うだ。そうなれば、大学は自ら稼ぐこ

とをしなければならない。大学人を驚

かせ、結果として内圧を形成したのは

「ベスト30」という突然に示された数

値目標である。日本には99の国立大

学があるが、それは多すぎるという主

張が公然と言われるようになった。戦

後、一貫して大学教育の大衆化を推進

しておきながら、突然に2/3は不要だ

という。いかにも無定見な日本の高等

教育政策を象徴しているが、今や「ベ

スト30」はひとり歩きを始めたよう

だ。各大学の首脳陣の考えることは、

いかに多くの部局をベスト30に残す

かであり、それができなければ無能の

誹
そし

りを免れない。大学は動き出した。

方向は“産学連携”である。これが、

社会貢献という評価が得られそうな方

向、社会から示された方向だからであ

る。産学連携はこうして平成のスロー

ガンとして蘇ったのである。

これまでのところ産学連携は三つの

ステップを経ている。第一段階は、先

端科学共同研究センター、あるいは地

域共同研究センターの設立であった。

しかし、この試みはハコモノ先行であ

り、中身の形成が遅れた。次のステッ

プは、技術移転機関、すなわちＴＬＯ

の設立である。1998年に始まったＴ

ＬＯ（Technology Licensing

Organization）設立は全国で29を数

えるに至り、そこから申請された特許

は約1,700件にのぼる。そして、い

よいよ第三段階、それが大学発ベンチ

ャーの創造である。この運動の契機は

言うまでもなく平成13年5月に発表

された平沼プランである。“3年間で

大学発ベンチャーを1,000社つくろ

う”というのはやや唐突であったが、

既に産学連携に向けて動き出していた

大学は、さしたる無理もなくこれを受

容したのである。この運動を後押しす

るために、またＴＬＯの財政基盤を強

化するために、いわゆるマッチングフ

ァンドが昨年から実施されている。民

間資金と公的資金を混合して大学の研

究に投入し、大学発技術の“企業化”

をめざすものであるが、既に数十件が

動き出している。

眠れる獅子は目をさまし産学連携と

いう一大システムはようやく動き出し

たが、問題点もありそうだ。産学連携

の基本は言葉が示すように連携をつく

りだすことだが、それには産業界と大

学の事情を共によく知っている人材が

必要である。いわゆるコーディネーター

と呼ばれる人々だが、これが案外少な

いのである。ＴＬＯでも、これから各

大学に設置される予定の知的財産本部

でも、必要なのはコーディネーター的

人材である。彼らをいかに育成するか、

彼らが大学で動きやすいような条件を

いかに整備するか。その巧拙が産学連

携レースの各大学の結果・順位を決め

ることになりそうだ。

「産学連携の新しい波」 北海道大学経済学部 教授
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間
瀬：

先
生
は
、
産
業
組
織
論
を
ご
専
門
と
し

て
、
日
本
の
産
業
組
織
、
企
業
行
動
様
式
等
に

つ
い
て
ご
研
究
、
ご
発
言
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
米
間
の
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

な
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日

本
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
を
お
務
め
で
す
。

先
生
が
一
九
八
四
年
に
『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
』
を
著
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
近
く
が
経

過
し
、
世
の
中
で
は
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
ハ
ー
ド
の
変
化
に
伴
っ
て
人
々
の
行

動
様
式
に
も
変
化
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
漸
く
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
感
で
き
る
社
会
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
よ
う
な
変
化
と
無
関
係

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
意
味
、
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
頂
け
ま
す
か
。

今
井：

当
時
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
、「
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
結
ば
れ
た

世
界
」
と
い
う
予
想
と
は
全
く
異
な
り
、
実
際

は
、
喫
茶
店
み
た
い
な
所
に
集
ま
っ
て
ク
ラ
ブ

活
動
の
計
画
を
す
る
感
じ
で
「
何
か
や
ろ
う
や
」

と
か
、「
こ
の
問
題
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
」

「
そ
れ
な
ら
あ
い
つ
に
聞
け
」
と
か
い
う
話
を
す

る
、
つ
ま
り
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
界
で
し

た
。
だ
か
ら
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
取
り
組
む
場

合
も
、
い
ち
い
ち
勉
強
し
な
く
て
も
、
技
術
は

誰
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
誰
と
い
う
段
取
り
が

で
き
た
の
で
す
。
大
学
、
家
、
べ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
近
接
も
好
都
合
で
し
た
。

当
時
は
日
本
も
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
っ
て
、
世
界
一
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
知

的
社
会
を
創
っ
て
い
く
時
に
、
上
か
ら
設
計
し

て
進
め
る
か
、
下
か
ら
進
め
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

点
で
は
同
様
で
す
。
当
時
の
私
の
意
見
は
、「
知

的
社
会
は
、
人
体
に
例
え
れ
ば
、
頭
脳
と
筋
肉

と
神
経
系
の
三
つ
か
ら
で
き
て
い
て
、
日
本
は
、

ず
っ
と
筋
肉
は
鍛
え
て
き
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら

頭
脳
さ
え
鍛
え
れ
ば
強
さ
を
維
持
で
き
る
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
私
は
今
、
日
本
の
大
企
業
は
大
規

模
に
な
り
過
ぎ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
基
礎
研

究
所
と
い
う
「
大
学
」
ま
で
内
包
す
る
巨
大
王

国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
代
が
要
請
す

る
技
術
の
基
本
的
な
傾
向
と
組
織
の
基
本
的
な

性
質
、
動
向
と
が
食
い
違
っ
て
も
、
も
は
や
調

整
し
切
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
位
の
小
さ
な
独
自
性
を
持
っ

た
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
で
繋
が

る
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
意
思

決
定
が
早
く
、
組
み
合
わ
せ
の
選
択
の
範
囲
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
も
、「
ト
ッ
プ
が
悪
い
」

と
言
う
だ
け
で
な
く
、
不
確
実
な
時
代
に
対
応

で
き
る
組
織
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
企
業
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
分
か
れ
れ

ば
、
自
然
に
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
も
入
り
込
め
る

し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
た
も
の
が
独
立
し
て

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

日
本
は
そ
の
よ
う
な
動
き
が
な
く
、
ご
承
知
の

よ
う
な
大
企
業
と
中
小
企
業
の
二
極
構
造
で
す
。

大
企
業
か
ら
小
さ
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
で
ス
ピ

ン
オ
フ
し
て
い
く
企
業
と
、
既
存
の
中
小
企
業

が
上
手
く
連
携
し
た
り
合
併
し
た
り
す
れ
ば
、

そ
こ
に
新
し
い
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
が
、
大
企
業

は
巨
大
に
な
り
過
ぎ
た
ま
ま
、
中
小
企
業
は
Ｉ

Ｔ
が
遅
れ
た
ま
ま
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
態
を
変
革
す
る
よ
う
な
新
し

い
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
必
要
と
さ
れ
、
実
際
に

い
ろ
い
ろ
出
て
き
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
そ

の
数
と
勢
い
が
少
な
い
の
で
す
。

間
瀬：

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
よ
う

な
イ
ン
フ
ラ
が
あ
っ
て
初
め
て
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

［対談］

による新事業・新産業創出
スタンフォード日本センター前理事長
http://www.stanford-jc.or.jp
一橋大学名誉教授

S P E C I A L  F E A T U R E S

今井　賢一

日本政策投資銀行 関西支店長 間瀬　茂
［2002年7月4日 スタンフォード日本センター（京都市）にて］

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お

け
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

〜
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、

攻
め
の
イ
ン
フ
ラ
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）

1

今井氏：モジュール単位の経済活動でベンチャー活躍の場の創造を。
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が
育
ま
れ
る
と
理
解
し
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

今
井：

イ
ン
フ
ラ
の
意
味
が
、
法
律
事
務
所
が

あ
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
が
い
て
、
い
つ
で
も
入
り

直
し
て
勉
強
で
き
る
多
種
多
様
な
大
学
が
あ
る

と
い
う
、
攻
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
な
ぜ
攻
め
か
と
い

う
と
、
も
う
一
度
再
起
す
る
た
め
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
攻
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。
す
ぐ
攻
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
れ
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
が
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
強
み
で
す
。

間
瀬：

企
業
の
開
・
廃
業
率
を
見
て
も
、
米
国

の
開
業
率
が
こ
の
十
年
ほ
ど
十
三
〜
十
四
％
く

ら
い
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
は

四
％
内
外
で
、
特
に
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と

廃
業
率
が
開
業
率
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
、
七
〇
年
以
降
、
特
に
技
術

系
の
製
造
業
と
か
ハ
イ
テ
ク
関
連
で
大
き
な
会

社
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
米
国
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
登
録
企
業
を
み
る
と
、

七
〇
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
売
上
高
上
位
二
十

社
の
う
ち
十
一
社
が
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
ハ
イ
テ
ク

新
興
企
業
で
す
。
ま
た
、
雇
用
吸
収
力
の
観
点

か
ら
七
〇
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
売
上
高
上
位

二
十
社
の
従
業
員
数
を
み
る
と
、
日
本
は
四
万

一
千
人
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
米
国
は
五
十

三
万
人
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
ス
ケ
ー
ル
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。

国
も
地
方
も
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
大
変
力
を

入
れ
て
お
り
、
公
的
支
援
等
は
相
当
に
充
実
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
必
ず
し
も

期
待
し
た
と
お
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
米
国
と
日
本
と
の
社
会
シ
ス
テ
ム
や
風
土
、

カ
ル
チ
ャ
ー
が
違
う
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
は
ど
う
お
考
え
に
な
ら
れ

ま
す
か
。

今
井：

米
国
と
日
本
と
欧
州
と
で
は
人
的
能
力

の
構
成
が
違
い
、
米
国
は
世
界
全
般
か
ら
見
れ

ば
、
例
外
的
に
Ｉ
Ｔ
に
向
い
た
国
で
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
単
純
に
言
う
と
、

米
国
は
、
ト
ッ
プ
に
有
能
な
者
が
い
る
一
方
、

ボ
ト
ム
に
は
読
み
書
き
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い

者
も
い
て
、
中
間
層
は
非
常
に
幅
が
狭
い
。
ト

ッ
プ
が
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
み
た
い
な
難
し
い

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
作
っ
て
、
ボ
ト
ム
の
方
に
渡

す
時
は
た
だ
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
い
い
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
に
作
り
替
え
て
い
く
、
つ
ま
り
標
準
化

す
る
の
で
す
。
一
方
、
日
本
は
、
大
勢
の
中
間

層
が
縦
・
横
・
斜
め
に
情
報
を
交
換
し
て
い
ち

い
ち
調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
乗
せ
ろ
と
言
っ
て
も
、
難
し
い
わ
け
で

す
。
欧
州
も
、
上
流
階
級
、
独
自
の
制
度
が
あ

り
、
な
か
な
か
慣
習
を
変
え
な
い
か
ら
、
Ｉ
Ｔ

の
利
用
に
関
し
て
は
あ
ま
り
上
手
く
な
い
の
で

す
。な

お
、
日
本
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
輩
出
率
、

開
業
率
は
、
そ
の
よ
う
な
人
的
構
成
の
要
素
に

加
え
、
マ
ク
ロ
の
経
済
情
勢
が
悪
け
れ
ば
開
業

は
少
な
く
な
る
と
い
う
状
況
が
重
な
っ
て
低
い

の
で
す
。
た
だ
、
世
界
中
か
ら
優
秀
な
人
が
集

ま
っ
て
い
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
特
殊
だ
と
し

て
も
、
例
え
ば
、
英
国
の
古
い
エ
リ
ー
ト
養
成

大
学
で
、
独
特
の
格
式
、
障
壁
が
あ
る
よ
う
な

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
周
辺
で
も
二
千
三
百
社

も
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
生
ま
れ
て
い
る
以
上
、

や
は
り
、
日
本
の
や
り
方
に
は
拙
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

間
瀬：

米
国
の
ト
ッ
プ
の
優
秀
な
人
間
の
持
つ

強
み
と
い
う
の
は
技
術
で
す
か
、
そ
れ
と
も
、

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
る
気

概
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

今
井：

米
国
の
有
能
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
、

米
国
流
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
本
当
に
い
い

部
分
を
実
践
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
多
分
こ

う
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
仮
説
形
成
能
力
で

す
。
Ｃ
　
Ｓ
　
パ
ー
ス
が
「
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」

と
言
っ
た
も
の
で
す
。
議
論
の
積
み
上
げ
を
ジ

ャ
ン
プ
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
、
感
覚
で
す
。
当
て
推

量
な
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
当
て
推
量
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ

う
な
や
り
方
で
は
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の

直
感
こ
そ
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
の
本
質
だ
と

思
う
の
で
す
。
米
国
の
ト
ッ
プ
は
そ
れ
を
持
っ

て
い
ま
す
。

逆
に
下
の
方
の
Ｉ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み
方
は
、

極
め
て
地
道
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｍ

（Supply
C
h
ain
M
anagem

ent

）
と
か

産学官連携

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

米
国
と
日
本
の
社
会
シ
ス
テ

ム
、
風
土
、
カ
ル
チ
ャ
ー

〜
人
的
構
成
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

（
行
動
本
位
）、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
仮

説
形
成
）

2

・
　
・

つ
た
な
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Ｃ
Ｒ
Ｍ
（C

u
stom

er
R
elation

sh
ip

M
anagem

ent

）
と
か
格
好
良
く
聞
こ
え
ま

す
が
、
実
際
は
、「
デ
ー
タ
が
継
続
し
て
入
力
で

き
る
か
」
と
か
、「
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
こ
れ
で
は

繋
が
ら
な
い
」
と
か
い
う
こ
と
を
き
っ
ち
り
や

る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
下
の
方
の
地
道
さ

と
、
ト
ッ
プ
の
判
断
の
ジ
ャ
ン
プ
、
直
感
力
と

が
結
び
付
け
ば
、
成
功
す
る
の
で
す
。

間
瀬：

日
本
政
策
投
資
銀
行
も
一
九
九
五
年
度

か
ら
、
業
務
の
主
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
新
規

事
業
の
育
成
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
学
等
の

シ
ー
ド
を
基
に
し
た
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
に
重
点
を
置
き
、「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

を
育
て
る
た
め
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の
「
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
」
を
組
成
し
て
い

ま
す
。
単
に
出
資
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
実

に
企
業
に
寄
り
添
い
、
技
術
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
関
し
て
い
つ
で
も
助

言
す
る
形
で
企
業
を
育
成
す
る
取
り
組
み
で
す
。

政
府
も
、「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
一
千
社

創
ろ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
産
学
官
連
携
や
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
現
状
に
つ
い
て
の
ご
評
価
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

今
井：

本
質
的
な
問
題
は
、
日
本
の
大
学
制
度

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
一
つ
は
、
教
授

以
外
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
質
と
量

で
、
日
米
間
で
根
本
的
な
差
が
あ
る
こ
と
で
す
。

米
国
は
、
教
授
の
下
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
書
い
た
り
、
特
許
交
渉
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
るPh.D

.

レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ

フ
が
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
大
卒
レ
ベ
ル

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
三
人
く
ら
い
い
た
り
し
ま
す
。

こ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
研
究
室
に
お
金
が
入

っ
て
こ
な
け
れ
ば
給
料
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
必
死
に
働
く
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ス
タ

ッ
フ
は
、
社
会
的
に
評
価
さ
れ
、
異
動
も
で
き

ま
す
。
研
究
室
が
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
始
め
る

場
合
も
、
同
様
に
動
く
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
は
、
教
授
―
助
教
授
―
助
手
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
、
助
教
授
、
助
手
も
研
究
し
た
い
わ
け

で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
事
務
は
し
た
く
な
い
。

忙
し
く
な
る
の
は
教
授
だ
け
で
す
。
教
授
は
、

自
分
の
業
績
を
犠
牲
に
し
て
そ
う
い
う
こ
と
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
最
近
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
話
が
出
て
き
て
、
非
常
に
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か
か

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
問
題
で

す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
大
学
は
人
生
の
一
番
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
時
に
活
動
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
十
八

歳
く
ら
い
でPh.D

.

を
取
っ
て
か
ら
十
年
間
程

度
の
最
も
頭
脳
も
体
力
も
あ
る
時
期
に
、
米
国

で
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
フ
ル
回
転
を
し
て
、

「
あ
い
つ
も
一
角
の
門
構
え
が
で
き
た
。」
と
な

る
わ
け
で
す
が
、
日
本
で
は
教
授
の
サ
ポ
ー
ト

に
徹
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
そ
う
い
う
シ
ス

テ
ム
を
変
え
て
い
か
な
い
と
駄
目
で
し
ょ
う
。

間
瀬：

そ
の
意
味
で
は
、
国
立
大
学
も
独
立
法

人
化
さ
れ
れ
ば
経
営
と
い
う
観
点
が
必
要
に
な

り
ま
す
。「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
を
ど
れ
だ
け
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
た
か
と
い
う
実
績
も
、

研
究
室
の
評
価
尺
度
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
井：

な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
シ
ス

テ
ム
の
ま
ま
だ
と
、
教
授
だ
け
に
負
担
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
、
困
っ
た
教
授
が
助
教
授
に

「
お
前
、
な
ん
と
か
助
け
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
最
も
活

動
す
べ
き
優
秀
な
助
教
授
が
潰
さ
れ
て
し
ま
っ

た
ら
、
何
に
も
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

間
瀬：

そ
う
い
う
問
題
は
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム

全
般
に
言
え
る
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
例

え
ば
、
米
国
で
は
、
大
学
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

S P E C I A L  F E A T U R E S

［対談］産学官連携による新事業・新産業創出

産
学
官
連
携
、

「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

3

間瀬：出資だけではなく企業に寄り添い、あらゆる角
度から企業活動を支援したい。
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ス
タ
ッ
フ
に
限
ら
ず
、
地
域
開
発
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
か
、
技
術
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
か
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
数
が
相
当
多
い
。

会
計
士
や
弁
護
士
も
多
い
。
こ
う
し
た
人
材
は

日
本
に
は
ま
だ
少
な
い
で
す
ね
。

先
生
は
、
情
報
生
産
や
技
術
開
発
に
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
画
し
て
、
技
術

な
り
知
見
を
深
め
て
い
く
中
で
、
雇
用
も
吸
収

さ
れ
る
し
、
社
会
も
発
展
す
る
と
い
う
議
論
を

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
観
点

か
ら
見
る
と
、
直
接
モ
ノ
を
つ
く
っ
た
り
、
研

究
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に

様
々
な
種
類
の
人
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
井：
モ
ノ
づ
く
り
の
場
合
は
迂
回
生
産
で
、

モ
ノ
を
つ
く
る
た
め
に
は
機
械
が
要
る
。
機
械

を
造
る
た
め
の
機
械
が
要
る
。
そ
し
て
、
そ
の

機
械
を
動
か
す
に
は
ソ
フ
ト
が
要
る
。
こ
う
い

う
迂
回
生
産
の
構
造
が
組
織
、
資
本
を
深
め
ま

し
た
。
知
識
の
場
合
も
、
そ
う
い
う
迂
回
生
産

の
構
図
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
基
礎
研
究
が
あ
り
、
応
用
が
あ
り
、
開
発

が
あ
る
と
い
う
迂
回
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

す
る
と
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
階
層
シ
ス
テ
ム

を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
は
、
日
米
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
能
力

差
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
米
国
の
下
の
層
の
地
道
さ
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
も
下
の

層
は
、
綺
麗
な
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の
で
は
な
く
、

本
当
に
必
死
に
な
っ
て
現
場
の
人
達
を
説
得
し

て
研
究
会
を
行
っ
た
り
し
て
、
具
体
的
な
情
報

を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
地
道
に
築

き
上
げ
た
デ
ー
タ
が
あ
る
と
、
上
の
層
の
有
名

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教
授
が
喜
ん
で
組

む
よ
う
に
な
り
、「
こ
ん
な
い
い
デ
ー
タ
が
あ
る

な
ら
、
何
か
格
好
良
い
名
前
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

そ
う
だ
　
Ｃ
Ｒ
Ｍ
　
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

話
に
な
る
わ
け
で
す
。

間
瀬：

そ
う
い
う
形
で
人
と
人
と
を
繋
ぐ
役
割

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
日
本
で
も
、

実
は
大
企
業
の
中
に
は
本
部
や
間
接
部
門
が
あ

り
、
企
業
内
迂
回
政
策
を
と
っ
て
い
る
面
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
世
の
中
が
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
組
織
内
部
で
の
迂
回
プ
ロ
セ
ス
の
意
義
が

薄
れ
、
一
方
で
、
社
会
の
中
で
企
業
や
個
人
を

繋
ぐ
た
め
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
状

況
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
井：

特
許
等
に
つ
い
て
は
大
企
業
の
中
に
有

能
な
人
材
が
い
る
わ
け
だ
し
、
特
許
の
マ
ッ
ピ

ン
グ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
、
こ
こ
と
こ
こ
に
は

強
く
て
こ
っ
ち
は
駄
目
と
か
と
い
う
の
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
、

サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
で
出
て
く
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
。

間
瀬：

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
シ
ス
テ
ム
に
始
ま

り
、
米
国
社
会
と
日
本
社
会
の
違
い
等
に
ま
で

議
論
が
及
び
ま
し
た
が
、
日
本
で
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
と
同
じ
よ
う
な
社
会
を
創
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
し
、
仮
に
で
き
た
と
し
て
も
米
国
の

後
追
い
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本

的
な
社
会
の
良
さ
等
を
活
か
し
て
、
日
本
型
の

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
支
援
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て
い
く

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

今
井：

四
つ
の
方
向
性
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
大
学
発
、
二
つ
目
は
大
企
業
発
で
す
。
三
つ

目
に
は
、
政
府
発
が
あ
っ
て
良
い
。
ワ
シ
ン
ト

ン
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
、
米
ソ
冷
戦
に
な
っ

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
か
、
空
軍
と
か
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て
い
た
人
達
が
、
失
業
し

そ
う
に
な
っ
た
の
で
創
っ
た
わ
け
で
す
。
官
か

ら
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
出
て
き
て
も
良
い
。
四

つ
目
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
創
出
さ
れ
た
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
が
上
手
く
融
合
さ
れ
、
例
え
ば

「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
中
に
日
本
政
策
投
資

銀
行
か
ら
来
た
人
間
が
入
る
等
、
多
角
的
な
方

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

日
本
型
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

4

今井氏：多くの人の地道な取り組みと、トップの直感力
が結び付けば成功する。
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向
に
行
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
構
造
か
ら
い
っ
て
、
や
は
り
、
大
学
の
中

か
ら
だ
け
と
い
う
の
で
は
上
手
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

間
瀬：

大
企
業
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
シ
ー
ズ

を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
と
っ
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。
私
ど
も
関
西
支
店
も
、
最

近
あ
る
ハ
イ
テ
ク
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
融
資

を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
企
業
か
ら
の
ス

ピ
ン
オ
フ
型
で
す
。
親
元
で
は
優
先
順
位
の
低

か
っ
た
事
業
を
、
是
非
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う

こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
場
合
は
、
親
元
企
業
の
理
解
が
あ
り
、
上

手
く
で
き
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
、
難
し
い
面
は
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
。

今
井：

伝
統
的
技
術
と
破
壊
的
技
術
と
で
は
戦

略
が
全
く
違
い
ま
す
。
破
壊
的
技
術
、「
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
の
方
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
わ
か
っ
て
い
な

い
。
大
企
業
の
中
で
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
わ
か

ら
な
い
な
ら
企
画
に
な
ら
な
い
と
い
う
話
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
破
壊
的
技
術
の
方
は
、
要

す
る
に
、
供
給
す
る
方
と
使
用
す
る
方
が
一
緒

に
な
っ
て
用
途
を
探
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ

う
い
う
情
報
を
獲
得
す
る
の
が
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
の
大

企
業
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
わ
か
ら
な
い
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
需
要
を
調
べ
る
と
い
っ
て
も
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
わ
か
り
よ
う
が
な
い
。
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
性
質
、
風
土
の
違
う
も
の
は
外
へ
出

し
て
や
っ
た
方
が
良
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
と
っ
て
大
事

な
こ
と
は
、
受
け
て
く
れ
る
、
使
っ
て
く
れ
る

需
要
側
の
対
応
、
実
際
に
買
っ
て
く
れ
る
販
路

で
す
。「
同
じ
な
ら
古
い
方
が
い
い
」、「
新
し
い

か
ら
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
」
で
は
な
く
、「
条
件

が
同
じ
な
ら
新
し
い
方
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
」
と
な
る
の
が
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
文
化
で
す
。
実
際
の
「
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
に
と
っ
て
、
資
金
も
死
活
問
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
販
路
は
さ
ら
に
重
要
で
す
。

間
瀬：

確
か
に
、
特
に
技
術
系
の
「
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
は
、
技
術
自
体
に
関
心
が
集
中
し
て
販
路

の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
な
い
。
技
術
系
の
人
に

と
っ
て
販
路
と
か
、
財
務
、
経
理
が
わ
か
ら
な

い
の
は
当
然
な
の
で
、
そ
こ
を
い
か
に
支
援
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
井：

さ
ら
に
、
一
段
上
の
レ
ベ
ル
の
話
で
言

う
と
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
価
格
設
定
戦
略
が
わ

か
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
高
付
加
価
値
社
会
、

知
識
社
会
で
は
、
品
質
に
応
じ
て
ど
の
く
ら
い

値
段
を
上
げ
ら
れ
る
か
勝
負
な
の
で
す
が
、
例

え
ば
、
新
し
い
シ
ー
ズ
を
出
し
た
大
学
の
先
生

も
価
値
を
自
分
で
は
判
断
で
き
な
い
。
一
生
を

懸
け
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
場
合
も
あ
り
、
か

か
っ
た
コ
ス
ト
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

日
本
に
は
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
な
い
。
客
観
的
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
、「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
・
品
質
な
ら
い

く
ら
」
と
価
格
を
設
定
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
高
付
加
価
値
を

実
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。

間
瀬：

最
後
に
、
関
西
の
可
能
性
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。
関
西
再
生
の
た
め
の
様
々
な
提

言
の
中
に
は
必
ず
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
創
出
と
い

う
こ
と
が
入
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
経
済

産
業
省
の
デ
ー
タ
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
投
資
先
地
域
の
内
訳
を
見
る
と
、
東
京
都
が

五
十
一
％
、
東
京
都
を
含
む
関
東
甲
信
越
で
六

十
五
％
な
の
に
対
し
て
、
大
阪
府
が
六
％
、
大

阪
府
を
含
む
近
畿
圏
で
十
二
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
ベ
ン

［対談］

S P E C I A L  F E A T U R E S

産学官連携による新事業・新産業創出

関
西
再
生
と
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

5
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チ
ャ
ー
」
は
一
種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
東
京
が

中
心
と
な
る
こ
と
に
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
関
西
で

も
も
う
少
し
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
出
て
も
ら
い

た
い
、
あ
る
い
は
、
関
西
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

に
も
う
少
し
投
資
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の

で
す
が
。

今
井：

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
と
っ
て
は
集
積
の

利
益
、
効
果
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
東
京
は
圧
倒

的
に
有
利
で
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
で
言
え
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
段
落

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
生
活
世
界
で
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
京
都
は
携
帯

文
化
に
は
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
多
分
、
ロ

ボ
ッ
ト
も
京
都
か
ら
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
出
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
面
白
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
か

デ
ザ
イ
ン
と
か
は
関
西
系
に
あ
り
ま
す
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
と
漫
才
す
る
等
の
面
白
い
発
想
も
出
て

き
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
も
京
都
、
大
阪
が
強
い
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
生
活
シ
ス
テ
ム
に
Ｉ

Ｔ
を
導
入
し
て
い
く
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
復
活
の
鍵
だ
と
す
れ
ば
、
関
西
に
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
関
西
の
悪
い
点
は
、
拠
点
が
分
散
し
、

集
中
と
選
択
と
い
う
形
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

大
阪
と
神
戸
と
京
都
と
い
う
大
都
市
が
あ
り
ま

す
が
、
お
互
い
に
全
く
合
わ
な
い
わ
け
で
す
。

関
西
と
言
っ
て
も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ぼ

や
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
時
代
の
方

向
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
個

性
を
も
つ
単
位
）
に
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
大
阪
は
、
個
性
的
で
、
非
常

に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
な
大
阪
大
学
、
東
大
阪

の
工
業
地
区
を
中
心
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
る
。

京
都
は
、
公
職
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、「
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
に
親
身
に
な
っ
て
貢
献
し
て
い
る

先
生
の
多
い
京
大
を
中
心
に
、
京
都
ら
し
い
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
る
。
神
戸
は
、
デ
ザ
イ
ン
等

を
中
心
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
る
。
こ
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
や
る

と
、
プ
ラ
ン
も
で
き
や
す
い
し
、
お
互
い
分
業

し
て
、
そ
れ
で
い
て
緩
や
か
に
統
合
し
て
い
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
方
が
良
い
。

間
瀬：

確
か
に
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
輩
出
す
る

環
境
の
前
提
と
し
て
、
多
様
性
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
出
し
て
、
そ

の
中
か
ら
色
々
な
種
類
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が

生
ま
れ
る
。
そ
の
全
て
が
成
功
す
る
と
は
限
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
上
手
く
時
代
に
適
合
し
た
も

の
、
上
手
く
ニ
ー
ズ
を
捉
え
ら
れ
た
も
の
が
成

功
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
競
争
的
な
環
境
を
関

西
に
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

今
井：

そ
う
で
す
。
米
国
の
あ
る
先
生
が
言
っ

た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
三
原
則
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
、
第
一
原
則
は
、
オ
ー
プ
ン
な
大
学
が
あ

る
こ
と
。
第
二
原
則
は
、
国
際
空
港
か
ら
近
い

こ
と
。
第
三
原
則
が
大
事
で
、
人
が
住
み
や
す

い
こ
と
、
そ
こ
へ
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う

な
魅
力
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点
、
関
西
は

魅
力
あ
る
と
こ
ろ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
も
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
知
的
社
会

を
考
え
た
地
域
政
策
を
取
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

間
瀬：

先
ほ
ど
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

投
資
先
地
域
の
数
字
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
筑
波
大
学
が
調
査
し
た
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
の
数
は
、
全
国
二
百
六
十
三
社
中
、

近
畿
は
六
十
二
社
（
シ
ェ
ア
二
十
四
％
）
で
す

か
ら
、
関
西
の
大
学
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
創
出

の
面
で
は
大
変
健
闘
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
シ
ー
ズ
は
存
在
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
市
場
に
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ

ム
と
人
材
が
備
わ
れ
ば
、
今
後
の
新
た
な
発
展

の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
井：

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
「
日
本
で
そ
う
い

う
動
き
が
あ
れ
ば
、
我
々
も
関
心
が
あ
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
し
、
私
も
そ
う
い
う
役
割
を
果

た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
兼
上
席
研

究
員

一
九
五
三
年
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
五
六
年
一

橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
商

学
博
士
）、
七
一
年
一
橋
大
学
商
学
部
教
授
、
九
一
年

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を
経
て
、

二
〇
〇
二
年
現
職
。

そ
の
他
、
京
都
府
中
小
企
業
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
、

（株）
シ
ク
ス
オ
ン
社
長
、
（株）
ア
ー
ニ
ス
・
サ
ウ
ン
ド
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
長
ほ
か
を
歴
任
。

著
書
に
『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
』、『
現
代
産
業

組
織
』、『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
論
』、『
資
本
主
義
の

シ
ス
テ
ム
間
競
争
』
な
ど
。

P R O F I L E

今
井
賢
一
氏
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は
じ
め
に
―
産
学
官
連
携
の
原
点
は

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」、「
三
本

の
矢
」

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」、（
毛
利
元
就

の
）「
三
本
の
矢
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
よ
う
に
、

古
来
、
物
事
を
動
か
す
上
で
連
携
・
協
働
の
功

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
現
実
社
会
は
得

て
し
て
、
そ
の
反
対
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

陥
り
、
変
化
へ
の
対
応
力
を
低
下
さ
せ
が
ち
で

す
。産

学
官
連
携
は
、
三
者
が
連
携
・
協
働
し
、

相
互
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

日
本
が
抱
え
る
次
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、

世
界
の
先
頭
集
団
の
一
員
と
な
っ
た
日
本
の
技

術
力
・
経
済
活
力
・
社
会
活
力
の
維
持
、
向
上

を
図
ら
ん
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

▼

大
学
等
の
研
究
機
関
に
お
け
る
知
的
創
造
、

知
的
交
流
活
動
の
活
性
化
、
そ
の
成
果
の

産
業
界
へ
の
移
転
、
開
花
等
に
よ
っ
て
飛

躍
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る
。

▼

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
・
経
済
シ
ス
テ
ム
・

社
会
シ
ス
テ
ム
等
の
硬
直
化
を
防
止
し
、

合
理
化
・
最
適
化
を
図
る
。

▼

そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
産
学
官
（
お
よ

び
そ
の
中
に
勤
務
し
て
い
る
個
々
人
）
そ

れ
ぞ
れ
が
社
会
の
一
員
と
し
て
自
主
的
・

自
立
的
・
自
律
的
に
社
会
貢
献
し
、
ま
た
、

正
当
に
評
価
さ
れ
る
。

産
学
官
連
携
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
権
益
誘
導
の
新
た
な
「
打
ち
出

の
小
槌
」
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
原
点
を
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

産
学
官
連
携
の
仕
組
み
の
整
備
と

こ
れ
か
ら
の
課
題

こ
の
よ
う
な
産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、

欧
米
の
先
行
事
例
を
参
考
に
し
て
、
次
の
よ
う

に
仕
組
み
の
整
備
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。（
注
１
）

▼

﹇
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
的
な
も
の
﹈

大
学
院
大
学
、
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
、
Ｖ
Ｂ

Ｌ
（Venture

B
usiness

Laboratory

）、

Ｔ
Ｌ
Ｏ
（T

echnology
Licensing

O
rganization

）、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｄ
Ｂ
）

な
ど

▼

﹇
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
的

な
も
の
﹈

産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
向
け
の
補

助
金
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、

大
学
教
官
等
の
兼
業
規
制
の
緩
和
、
経
営

大
学
院
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
関

連
講
座
、
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
、
産
学

官
連
携
推
進
会
議
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
関

連
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
　
な
ど

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
、
作
れ
ば
勝

手
に
動
き
出
す
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
実
際

の
動
力
、
触
媒
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題

に
な
り
ま
す
。

▼

こ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た
異
セ
ク
シ
ョ
ン
間

の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
の
で
、
前
述
し
た
原
点
に
立
ち
、
大
前

提
と
な
る
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、

産
学
官
間
の
日
常
的
な
交
流
を
活
発
化
す

る
こ
と
。

…
例
え
ば
、
共
同
研
究
、
社
会
人
等
の
大

学
（
異
な
る
学
部
）
・
大
学
院
へ
の
再

入
学
の
促
進
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
等

の
流
動
化
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
関
連
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
交
流
で
す
。

▼

基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
共
通
認
識
を

醸
成
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新

し
い
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と
。

…
特
に
、
①
「
学
」
に
お
け
る
、
教
育
・

基
礎
研
究
と
い
う
本
来
の
課
題
へ
の
貢

献
と
「
産
」
へ
の
貢
献
と
の
バ
ラ
ン
ス
、

②
（
公
的
資
金
等
が
投
入
さ
れ
）
公
的

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
で
あ
る

「
学
」
の
資
源
（
施
設
、
教
官
）
の
利

用
、
③
知
的
財
産
（
権
）
の
帰
属
、
に

関
す
る
ル
ー
ル
で
す
。

▼

一
括
り
に
産
学
官
連
携
と
言
っ
て
も
、
実

際
の
シ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
仕
組

み
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
。

…
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
み
る

だ
け
で
も
、
画
一
的
な
仕
組
み
で
は
限

界
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
産
」
の
区
分
例
（
注
２
）

・
一
般
の
企
業
（
大
企
業
／
中
小
企

業
）
／
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
業
種
形
態
に
よ

り
分
類
す
る
と
、

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
企
画
型
／
技
術

企
画
型
／
研
究
開
発
企
画
型

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
創
造
す
る
付
加

価
値
に
よ
り
分
類
す
る
と
、

先
端
技
術
型
／
雇
用
創
出
型
／
自

活
型

「
学
」
の
区
分
例

［レポート］

実りある産学官連携のために
日本政策投資銀行　新規事業部

S P E C I A L  F E A T U R E S
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・
国
公
立
大
学
等
／
私
立
大
学
等

・
総
合
大
学
／
単
科
大
学

・
理
工
科
系
（
自
然
科
学
系
）
／
文
科

系
（
社
会
科
学
系
）

・
都
市
圏
／
地
方
圏

・
教
官
／
ポ
ス
ド
ク
（
ポ
ス
ト
・
ド
ク

タ
ー
）
／
学
生

▼

実
際
に
原
動
力
、
動
力
と
な
る
人
材
を
供

給
す
る
こ
と
。

…
例
え
ば
、
後
述
す
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
」

の
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｇ

Ｐ：
G
eneral

Partner

）、
Ｇ
Ｐ
が
ア

レ
ン
ジ
す
る
経
営
人
材
は
、
有
力
な
原

動
力
、
動
力
で
す
。

▼

入
り
口
で
産
学
官
連
携
を
促
進
す
る
だ
け

で
な
く
、
出
口
で
成
果
を
き
ち
ん
と
活
用

で
き
る
よ
う
、
視
野
を
広
く
し
て
よ
り
総

合
的
、
包
括
的
な
連
携
・
協
働
環
境
を
形

成
す
る
こ
と
。

…
例
え
ば
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
ミ
ド
ル
・

レ
イ
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
量
産
化

設
備
投
資
資
金
等
巨
額
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
へ
の
対
応
、
Ｍ
＆
Ａ
等
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の

選
択
肢
の
多
様
化
、「
官
」
の
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
と
の
実
際
の
取
引
（
入
札
規

制
の
緩
和
等
）
が
必
要
で
す
。

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

（
注
１
）
詳
細
は
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/policy/innovation_policy/

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shinkou/
sangaku/

等
を
ご
参
照
下
さ
い
。

（
注
２
）
松
田
修
一
『
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）

に
お
け
る
分
類
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
取
り
組
み

―
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
」
の
組
成

日
本
政
策
投
資
銀
行
も
、
こ
れ
ま
で
、
産
学

官
連
携
に
よ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
創
出
の
基
盤

を
整
え
る
べ
く
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
設
立
支
援
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
支
援
、
大
学
・
各
種
セ
ミ
ナ

ー
に
お
け
る
「
べ
ン
チ
ャ
ー
」
関
連
講
座
等
へ

の
協
力
、
欧
米
の
状
況
や
事
例
の
調
査
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
支
援
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
積
み
重
ね
を
ベ
ー
ス
に
、

（
新
規
事
業
投
資
（株）
と
も
連
携
し
て
、）「
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
の
立
ち
上
げ
期
の
経
営
を
本
格
的
に
支

民間企業等 

無限責任組合員 
（GP：General Partner） 

 

有限責任組合員 
（LP：Limited Partner） 

投資事業有限責任組合 

投資（出資等）と経営指導 

「ベンチャー企業」 「ベンチャー企業」 「ベンチャー企業」 

※「中小企業等投資事業有限責任組合契約に関する法律」に基づくファンド 

民間企業等（複数） 
日本政策投資銀行 
新規事業投資（株） 

※ファンド・ 
　マネージャー 
 

※アレンジャー・大口LP

図１　「インキュベーション・ファンド」のスキーム
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援
す
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
」
の
組
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
」
は
、

比
較
的
リ
ス
ク
が
高
く
、
資
金
回
収
に
長
期
を

要
す
る
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
ア
ー
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
の
必
要
資
金
を
供
給
す
る
仕
組
み
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
開

発
プ
ラ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
、
経
営

チ
ー
ム
の
組
成
、
特
許
の
戦
略
的
管
理
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
構
築

等
を
指
導
し
、
事
業
化
の
原
動
力
に
な
る
も
の

で
す
。

そ
の
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｇ
Ｐ
）

は
、
産
学
官
連
携
の
仕
組
み
に
も
精
通
し
、
そ

れ
ら
を
上
手
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
や
産
学
官
連

携
の
原
動
力
と
な
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

で
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
は
経
営
チ
ー
ム
の
組
成
に

当
た
り
、
や
は
り
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
動
力
と

な
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）、
Ｃ
Ｏ
Ｏ

（
最
高
業
務
執
行
責
任
者
）、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
最
高
財

務
責
任
者
）、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
責
任
者
）
等

の
人
材
を
発
掘
、
供
給
し
ま
す
。

日
本
政
策
投
資
銀

行
は
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
は
じ
め

と
し
て
、
皆
様
方
と

の
連
携
・
協
働
に
よ

り
、
前
述
し
た
課
題

等
に
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
文
責：

服
部
統
幾
）

S P E C I A L  F E A T U R E S

［レポート］実りある産学官連携のために

インキュベーション・ファンド 
の対象領域 

設立投資 追加投資 

ＥＸＩＴ 

シード 
(コンセプト、R&D)

スタートアップ　アーリー　　ミドル　　　　レイター 

ハンズオン型の経営指導 

 

シード発掘、ビジネスプラン策定、経営チーム組成、特許管理、 

資金調達、マーケティング、ビジネスアライアンス構築等 

図2 ハンズオン型の「インキュベーション・ファンド」のコンセプト

正式名称 

投資分野 

規模 
設立年月 

ＧＰ 

ＬＰ 

正式名称 
投資分野 
規模 
設立年月 
ＧＰ 
ＬＰ 

（注）「大学ファンド」：1号は追加加入・追加出資受入期間中のため金額未確定。 

トランスサイエンス壱号投資事業有限責任組合 
「大学ファンド」：1号 

ライフサイエンス 
未確定 
2002年6月 
（株）トランスサイエンス 
日本政策投資銀行他 

アイティーファーム一号 
投資事業有限責任組合 

1号：「ＩＴファンド」 2号：「バイオ・ファンド」 3号：「ナノテク・ファンド」 

情報技術（ＩＴ） 

14.3億円 
2000年4月 

（株）アイティーファーム 
  http://www.it-farm.com  

新規事業投資（株）（10億円）他 

バイオテック・ヘルスケア一号 
投資事業有限責任組合 

バイオテクノロジー 

29.3億円 
2001年1月 

（株）バイオテック・ヘルスケア・ 
  パートナーズ 
  http://www.biotech-healthcare.com 
 
新規事業投資（株）（20億円）他 

クリティカル・テクノロジー一号 
投資事業有限責任組合 

ナノテクノロジー、光テクノロジー等の 
先端技術 

40.2億円 
2001年9月 

イノベーション・エンジン（株） 
http://www.innovation-engine.co.jp 
 
新規事業投資（株）（20億円）他 

表　「インキュベーション・ファンド」一覧（2002年7月末現在）
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ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
一
号
投
資

事
業
有
限
責
任
組
合
（
通
称：

「
ナ
ノ
テ
ク
・

フ
ァ
ン
ド
」）
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
十
日
に
出

資
総
額
四
十
億
二
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
オ
プ
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
い
っ
た
日
本
優
位
の
先
端
技
術
か

ら
生
ま
れ
る
産
業
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
シ
ー
ド
投
資
を
行
う
。

②
産
学
連
携
を
積
極
的
に
活
用
し
て
事
業
創

造
を
進
め
る
。

③
出
資
者
に
対
し
て
も
、
新
し
い
技
術
・
製

品
・
事
業
の
情
報
を
提
供
し
、
本
業
の
新

展
開
に
寄
与
す
る
。

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
を
運
営
す
る
の

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
（株）
（
Ｉ
Ｅ
）

で
あ
り
、
（株）
ジ
ャ
フ
コ
で
筑
波
フ
ァ
ン
ド
や
北

大
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
産
学
連
携
フ
ァ
ン
ド
の
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
佐
野
睦
典
が
二
〇
〇
一
年

一
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｅ
の
特
徴
は
、
投

資
担
当
者
七
名
の
う
ち
六
名
が
工
学
部
出
身
者

で
あ
る
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
Ｉ
Ｅ
に
参
加
す
る

前
に
、
富
士
通
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
日
立
、

キ
ャ
ノ
ン
な
ど
の
日
本
の
代
表
的
な
製
造
企
業

に
お
い
て
技
術
評
価
や
事
業
開
発
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
我
々
七
名
の
キ
ャ
リ
ア
を
全
て
足

す
と
、
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
研
究
・
事
業
開

発
業
務
に
合
計
百
五
十
年
間
も
携
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
、
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
中
で
最
も
先
端
技
術
開
発
の
経
験
が
深
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
Ｉ
Ｅ
の
競
合
相
手
は
大
企
業
の
新

規
製
品
開
発
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
も
、
Ｉ
Ｅ
で
は
こ
れ
ら
の
メ
ン

バ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の

製
造
企
業
に
お
い
て
は
分
業
シ
ス
テ
ム
で
行
わ

れ
て
い
る
有
望
技
術
の
発
掘
、
技
術
評
価
、
事

業
価
値
評
価
、
投
資
実
務
さ
ら
に
は
、
事
業
創

造
に
至
る
活
動
を
一
気
通
貫
で
推
進
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
い
専
門
性
と
意

思
決
定
の
早
さ
こ
そ
が
、
技
術
シ
ー
ド
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
の
強
味
と
言

え
ま
す
。

投
資
戦
略

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
の
投
資
戦
略
は
、

以
下
の
よ
う
な
考
え
方
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（１）
投
資
領
域

ナ
ノ
テ
ク
を
活
用
し
た
以
下
の
四
分
野
に

投
資
を
集
中
し
ま
す
（
図
１
参
照
）。

①
ナ
ノ
表
面
加
工
や
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（M

icro
Electro

M
echanicalSystem

s

）
な
ど

の
ナ
ノ
加
工
・
化
学
プ
ロ
セ
ス
分
野

②
光
デ
バ
イ
ス
や
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
な
ど

の
ナ
ノ
Ｉ
Ｔ
分
野

③
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
や
再
生
工
学
な
ど
の
ナ

ノ
バ
イ
オ
分
野

④
燃
料
電
池
や
太
陽
電
池
な
ど
の
ナ
ノ
エ

ナ
ジ
ー
分
野

（２）
投
資
ス
テ
ー
ジ

技
術
シ
ー
ド
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

段
階
を
中
心
と
す
る
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
へ

の
投
資
を
行
い
ま
す
。

（３）
投
資
手
法

徹
底
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
イ

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

［レポート］

「ナノテク・ファンド」について
イノベーション・エンジン（株）代表取締役社長
http://www.innovation-engine.co.jp

「インキュベーション・ファンド」事例紹介

佐野　睦典

ナノ表面加工 
高純度化/スマート材料 

ナノ構造制御複合材料/高性能触媒 
コンビナトリアルケミストリー 

MEMS

ナノ加工・化学プロセス 

高度医療用センサー／DDS 
低侵襲診断治療装置 
生体適合材料／再生工学 

　DNA／プロテオームチップ 
　　バイオ研究支援技術 

ナノバイオ 
システムLSI 

新機能光デバイス 
超高密度メモリ 
知能デバイス 

新デバイス製造装置 

ナノ ＩＴ 

リモートセンシング／超高感度センサ 
超高性能薄膜２次電池 

生分解性ポリマー／バイオマス 
高性能水素吸蔵合金 
超高性能分離膜 

・2010年27兆円市場形成（経団連予測） 

・2001年度のナノテク予算総額は、予算ベースで606億円 

・2002年度は概算要求で652億円 

ナノエナジー 

図１　戦略的投資領域
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プ
の
投
資
で
あ
り
、
①
特
許
権
の
取
得
、
②

事
業
計
画
策
定
、
③
会
社
設
立
、
④
経
営
チ

ー
ム
組
成
、
⑤
試
作
開
発
、
な
ど
を
投
資
先

企
業
内
部
に
入
っ
て
経
営
陣
と
共
同
で
進
め

て
ゆ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｅ
が
、
昨
年
九
月
の
フ
ァ
ン
ド
設
立
以
降
、

こ
れ
ま
で
に
投
資
し
た
企
業
は
七
社
に
達
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
二
社
、
元
国
立
研
究
所
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
二
社
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
設
立

当
初
か
ら
投
資
を
行
い
企
業
立
ち
上
げ
支
援
を

進
め
る
と
共
に
、
現
在
も
積
極
的
に
成
長
支
援

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
設
立
の
意
義

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
日
本
の
産

業
界
・
学
術
界
に
、
次
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼

活
力
の
低
下
し
た
日
本
産
業
の
再
生
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
が
世
界

に
誇
る
知
的
資
源
を
活
用
し
、
産
業
ニ
ュ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
相
次
い
で
創
造
し
て

ゆ
く
こ
と
と
考
え
ま
す
。
知
的
資
源
の
中

で
も
特
に
日
本
が
世
界
的
優
位
を
も
つ
領

域
は
、
ナ
ノ
テ
ク
、
オ
プ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
中
心
と
す
る
超
微
細
・
精
密
測
定
、

制
御
、
加
工
の
分
野
で
す
。

▼

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
ま
だ
充

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
大
学
や
独
立
行

政
法
人
の
研
究
成
果
を
産
業
界
と
リ
ン
ク

さ
せ
、
特
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
創
造
し

て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
世
界
展
開

の
可
能
な
新
た
な
製
造
企
業
を
相
次
い
で

創
出
し
て
行
く
計
画
で
す
。

▼

産
学
連
携
を
巡
る
外
部
環
境
も
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
①
国
家
を
挙
げ
て
産

学
連
携
を
推
進
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
、

中
で
も
大
学
発
一
千
社
構
想
が
具
体
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
②
ま
た
、
こ
れ
ま

で
大
学
の
技
術
の
受
け
皿
で
あ
っ
た
大
企

業
が
、
現
在
は
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

に
重
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
風
が
衰
え
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
活
躍

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼

そ
う
し
た
中
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
輩
出

の
支
援
役
と
な
る
べ
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
業
界
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
日
本
で
は
製
造
業
に
強
み
を
持
つ

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ほ
と
ん
ど
存

在
し
ま
せ
ん
。
製
造
業
は
成
長
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
、
投
資
資
金
が
大
き
い
こ
と
、

専
門
的
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
な

ど
が
そ
の
主
な
理
由
で
す
。
Ｉ
Ｅ
は
、
そ

の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
の

設
立
に
踏
み
切
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
う
し

た
点
か
ら
も
「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」

の
活
躍
の
余
地
は
相
当
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

投
資
の
進
め
方

「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
の
投
資
は
以
下

の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

（１）
技
術
評
価
か
ら
投
資
、
成
長
支
援
の
一
気
通

貫
体
制
（
図
２
参
照
）

当
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
活
動
は
、
図
２
に
見

る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
①
有
望
技
術
の
発
掘
、
②
技
術

評
価
、
に
始
ま
り
、
③
知
的
財
産
権
の
確
保
、

④
事
業
計
画
作
成
、
⑤
企
業
設
立
、
⑥
経
営

チ
ー
ム
構
築
、
⑦
製
品
開
発
、
⑧
事
業
成
長
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
フ
ァ
ン
ド
で
は
そ
れ

ら
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
て
推
進
し
て
ゆ

き
ま
す
。
ま
た
、
技
術
シ
ー
ズ
の
段
階
か
ら

株
式
公
開
企
業
に
な
る
素
質
を
有
す
る
の
か

ど
う
か
、
と
い
う
観
点
で
の
評
価
を
行
う
こ

と
で
、
財
務
的
な
観
点
で
の
投
資
魅
力
を
当

初
か
ら
考
え
て
ゆ
き
ま
す
。

（２）
重
点
的
投
資
領
域
の
選
定

ナ
ノ
テ
ク
分
野
の
中
で
も
特
に
魅
力
の
あ

る
領
域
を
三
〜
四
選
択
し
て
お
り
、
そ
こ
へ

の
集
中
的
な
投
資
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在

の
重
点
的
投
資
領
域
と
し
て
は
、
①
ナ
ノ
計

測
・
加
工
、
②
光
デ
バ
イ
ス
、
③
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

な
ど
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
環
境
変
化
を
見
な
が
ら
一
定
期
間
ご

と
に
見
直
し
て
ゆ
き
ま
す
。

（３）
提
案
型
投
資
の
推
進

投
資
案
件
の
発
掘
に
つ
い
て
、
研
究
者
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
人
脈
か
ら
の
紹
介
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
我
々
の
方
で
有
力
研
究
者

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
企
業
化
提
案
を
行
う

こ
と
に
よ
り
設
立
投
資
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
常
に
ナ
ノ
テ
ク
領
域
の
最
新
の

研
究
状
況
を
把
握
し
、
事
業
化
可
能
性
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（４）
投
資
後
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
体
制

投
資
先
企
業
に
対
し
て
は
、
企
業
価
値
を

高
め
る
た
め
の
様
々
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
大
学
等
の
研
究
成
果
の
特
許
化
と
企

業
へ
の
移
転
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
研

究
者
が
経
営
者
に
な
る
こ
と
は
困
難
な
の
で

S P E C I A L  F E A T U R E S

［レポート］「ナノテク・ファンド」について
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経
営
陣
の
採
用
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実

践
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｅ
か
ら
は
取
締
役
あ
る

い
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
派
遣
し
て
経
営

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

（５）
成
長
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成

日
本
で
は
研
究
資
源
を
事
業
化
す
る
た
め

の
基
本
的
な
成
長
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
決

定
的
に
欠
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①

経
営
管
理
機
能
、
②
知
的
財
産
権
確
保
・
管

理
機
能
、
③
先
端
技
術
製
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
機
能
、
④
経
営
戦
略
推
進
機
能
、
⑤
人
材

調
達
機
能
、
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
各
機
能

を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
獲
得
す
る
た
め
に

は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
が
流
動
化

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
が
、
現
在
は

ま
だ
不
十
分
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
Ｉ
Ｅ
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
機
能
を

提
供
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
企
業

を
設
立
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
二
〇
〇
二
年

四
月
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
専
門
の

経
営
管
理
機
能
提
供
会
社
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ン
グ
（株）
を
設
立
、
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
他
の
必

要
機
能
に
つ
い
て
も
随
時
そ
の
機
能
を
提
供

す
る
企
業
を
設
立
し
て
ゆ
く
計
画
で
す
。

今
後
の
課
題

日
本
で
は
こ
こ
四
十
〜
五
十
年
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
通
用
す
る
新
し
い
製
造
企
業
が
殆
ん
ど
生

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
製
造
領
域
の
新
製
品
開
発

は
、
殆
ん
ど
全
て
大
企
業
に
任
せ
て
き
た
訳
で

す
。
た
だ
ナ
ノ
テ
ク
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
製

造
業
に
お
い
て
は
、
資
本
以
上
に
ア
イ
デ
ア
と

知
的
創
造
力
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
活
躍
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。「
ナ
ノ
テ
ク
・
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
こ

の
よ
う
な
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
顕
在
化
さ
せ
、

大
き
な
流
れ
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
精

一
杯
活
動
を
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

事業急拡大 

株式公開 

事業立ち上げ 

製品開発 

経営チーム構築 

企業設立 設立投資 

科学技術 
資源 

事業計画作成 

知財産の確保 

技術の事業性評価 

再投資  

コミット開始 

役員参加 
 

・有望技術資源の発掘・評価から関わる 
・有望技術の権利確保・技術移転も推進 
・企業設立時に投資を行うとともに、役員として参加 
・人、モノ、金、情報全ての面で急成長展開を実践 

図2 技術シーズ発の急成長モデル
（シームレス・システムの構築）

京
都
大
学
法
学
部
卒
。

H
arvard

B
usiness

S
chool

P
M
D

修
了
。
野
村
證

券
入
社
。
野
村
総
合
研
究
所
中
堅
企
業
調
査
室
に
て
、

約
五
〇
〇
社
に
対
す
る
株
式
公
開
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
フ
コ
（
日
本
合
同
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
）
に
て
投
資
調
査
部
長
、
産
学
連
携
チ
ー

ム
・
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
歴
任
。
筑
波
フ
ァ

ン
ド
、
北
大
フ
ァ
ン
ド
な
ど
、
産
学
連
携
フ
ァ
ン
ド

を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
。

P R O F I L E

佐
野
陸
典
氏
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大
学
は
、
二
十
一
世
紀
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
入
試
改
革
や
教
育
改
革
、
教
育
・
研

究
施
設
の
充
実
等
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
大
学
の
経
営
は
そ
の
社
会
的
使
命
が

大
き
く
、
事
業
の
健
全
な
継
続
性
が
求
め
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
十
八
歳
人
口
の
大
幅
な
減
少

の
時
代
に
突
入
す
る
環
境
下
、
多
く
の
（
私
立

の
）
学
校
法
人
は
経
営
基
盤
強
化
の
一
方
策
と

し
て
収
益
事
業
の
多
角
化
を
積
極
的
に
推
進
し

て
お
り
、
そ
し
て
国
公
立
大
学
の
改
革
も
着
手

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
く

手
段
と
し
て
、
大
学
が
保
有
す
る
技
術
を
民
間

企
業
に
移
転
す
る
こ
と
で
新
産
業
の
創
出
と
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
米
国
お
よ
び
欧
米
諸
国
で
は
、

早
く
か
ら
大
学
の
技
術
の
民
間
企
業
へ
の
移
転

に
真
摯
に
取
り
組
み
、
多
く
の
経
済
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

産
学
連
携
の
環
境
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
改
革
に
よ
る
高
度
な
教
育
研
究

環
境
の
一
層
の
向
上
と
大
学
の
安
定
経
営
の
確

立
、
そ
し
て
再
び
技
術
立
国
と
し
て
日
本
経
済

の
活
性
化
（
産
業
界
の
発
展
）
を
図
る
上
で
も

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
技
術
を
民
間
企
業
に
積
極
的
に
移
転

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
構
造
を
円
滑
に
転

換
し
、
健
全
な
経
済
発
展
を
維
持
し
、
か
つ
、

学
術
水
準
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が

出
来
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
こ
の
技
術
移
転
の
成
果
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
等
の
資
金
が
大
学
に
還

元
さ
れ
健
全
な
大
学
経
営
と
高
度
な
教
育
環
境

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
も
大
変
重
要
な
も
の
と

な
り
得
る
か
ら
で
す
。

国
内
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
新
規
産
業
の

創
出
と
い
う
内
面
的
な
要
因
に
加
え
て
、
米
国

お
よ
び
欧
米
諸
国
の
大
学
の
技
術
移
転
に
よ
る

成
果
も
大
き
な
刺
激
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
大
学
教
員
の
特
許
取
得
の
考
え
方
と

そ
の
認
識
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

▼

研
究
成
果
に
関
し
て
は
論
文
の
投
稿
と
発

表
の
実
績
で
評
価
さ
れ
て
い
た
た
め
、
積

極
的
に
特
許
申
請
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

（
評
価
制
度
の
問
題
）。

▼

企
業
と
の
共
同
研
究
に
お
け
る
成
果
は
、

企
業
側
が
特
許
申
請
を
行
い
取
得
し
て
い

る
。

▼

大
学
教
員
の
特
許
取
得
に
関
す
る
価
値
観

と
大
学
お
よ
び
自
己
に
対
す
る
収
益
に
関

す
る
帰
属
意
識
が
希
薄
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
員
に
期
待
さ
れ
る
特
許

取
得
の
考
え
方
と
そ
の
認
識
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

▼

大
学
教
員
は
、研
究
成
果
に
関
し
て
論
文
発

表
す
る
こ
と
は
基
よ
り
、
研
究
成
果
に
つ
い

て
積
極
的
に
特
許
を
取
得
し
社
会
還
元
す

る
こ
と
の
両
面
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
。

大
学
の
技
術
移
転
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
二
極
化
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

﹇
積
極
的
推
進
型
﹈

▼

研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
た
め
に
積

極
的
に
特
許
申
請
・
取
得
を
行
い
、
企
業

と
の
協
業
活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

教
員
タ
イ
プ
。

﹇
消
極
的
型
﹈

▼

自
分
の
研
究
は
外
部
環
境
に
わ
ず
ら
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
気
ま
ま
に
研
究
を

行
い
、
従
来
通
り
研
究
成
果
は
論
文
と
し

て
発
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
教

員
タ
イ
プ
。

現
状
で
は
残
念
な
が
ら
大
学
内
の
環
境
で
は

消
極
的
型
教
員
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
こ
の
環
境
を
打
ち
破
っ
て
い
く
の
が
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
。）

全
国
の
国
公
私
立
大
学
に
は
産
学
連
携
お
よ

び
技
術
移
転
の
窓
口
機
関
と
し
て
、
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
（
Ｖ
Ｂ
Ｌ
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
昨
今
、
大
学
院
の
進
学
率
が
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
高
度
な
教
育
と
研
究
開
発
の

指
導
を
受
け
て
い
る
大
変
優
秀
な
二
十
代
か
ら

三
十
代
の
大
学
院
生
な
ら
び
に
研
究
員
（
ポ
ス

ト
・
ド
ク
タ
ー
）
が
多
数
お
り
ま
す
。

S P E C I A L  F E A T U R E S

（株）産学共同システム研究所代表取締役社長
http://www.lares.dti.ne.jp/̃tshirai
テクノ・ヴィ・アイ・ピー（株）代表取締役社長

白井 達郎

は
じ
め
に
（
大
学
環
境
の
基
礎

認
識
に
つ
い
て
）

1
な
ぜ
産
学
連
携
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か

2

産
学
連
携
に
関
す
る
大
学
内
の

体
制
環
境
の
認
識

3

産
学
連
携
に
関
す
る
大
学
教
員

の
取
り
組
み
方
の
状
況
認
識

4
学
の
活
用
ポ
イ
ン
ト

（
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
な
ど
）

5

携および「学」活用のポイント
（ポスト・ドクターなど）

［寄稿］



17

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
界
お
よ
び
大
学
に
お

き
ま
し
て
も
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
処
遇
お

よ
び
機
会
に
関
す
る
認
識
が
あ
ま
り
に
も
希
薄

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ポ
ス
ト
・

ド
ク
タ
ー
の
中
か
ら
、
大
学
の
職
員
と
し
て
地

位
を
与
え
ら
れ
る
の
は
僅
か
な
人
達
で
す
。
他

の
人
は
大
変
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
企
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
高

度
な
教
育
と
研
究
開
発
の
指
導
を
受
け
て
い
た

大
学
院
生
な
ら
び
に
研
究
員
（
ポ
ス
ト
・
ド
ク

タ
ー
）
の
採
用
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
仮
に
採
用
し
ま
し
て
も
処
遇
面
で
あ
ま

り
優
遇
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
こ
の
よ

う
な
有
能
な
人
財
に
注
目
せ
ず
、
機
会
を
与
え

な
い
で
他
の
方
策
ば
か
り
し
て
い
て
は
、
な
か

な
か
実
り
あ
る
産
学
連
携
の
成
果
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
し

ろ
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
も
う
少

し
注
目
し
、
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
大
き
な
可

能
性
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
活
用
と
し
ま
し
て
は
、
産
学
連
携
に
お

い
て
企
業
が
大
学
よ
り
技
術
移
転
を
受
け
る
際
、

そ
の
技
術
を
理
解
し
、
受

け
入
れ
の
環
境
を
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
ポ
ス
ト
・
ド

ク
タ
ー
を
採
用
し
て
受
け

入
れ
態
勢
を
確
立
し
、
成

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
大
学
内
に

お
き
ま
し
て
は
、
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
設
立
を

鑑
み
た
場
合
、
ポ
ス
ト
・

ド
ク
タ
ー
を
中
心
に
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
積

極
的
に
設
立
し
て
い
く
こ

と
で
、
開
発
型
企
業
を
設

立
で
き
、
技
術
立
国
と
し

て
の
可
能
性
が
大
い
に
期

待
が
高
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
、
ポ
ス
ト
・
ド

ク
タ
ー
に
対
し
て
こ
の
よ

う
な
期
待
と
機
会
を
与
え

る
た
め
に
は
、
経
営
に
つ

い
て
教
育
指
導
し
、
技
術

と
経
営
の
両
輪
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
有
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
こ
れ
に
特
化
し
た
教
育
環
境
を
作
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
環
境
を
作
る
こ
と
が
、
新
産
業
活
性
化
と
雇

用
促
進
を
図
る
た
め
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
一

千
社
を
創
出
す
る
た
め
の
、
起
爆
剤
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
学
連
携
お
よ
び
技
術
移
転
の
促
進
活
動
に

お
い
て
、
大
学
は
基
よ
り
、
国
、
地
方
自
治
体

の
か
か
わ
り
は
大
変
重
要
で
す
。
特
に
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
手
段
と
し
て
、
産
学
連
携
・
技
術
移
転
活

動
は
大
変
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
実
り

あ
る
産
学
官
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
産

業
界
と
大
学
は
基
よ
り
、
中
核
と
な
る
国
、
自

治
体
の
中
に
産
学
官
連
携
の
専
門
家
を
置
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
専
門
家
を
中
心
と
し
て
、

幅
広
い
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
業
側
は
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
良
く
理
解
し
た

上
で
、
新
製
品
開
発
等
の
コ
ア
と
な
る
大
学
側

の
技
術
シ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
際
、
企
業
側
は
、
コ
ア
を
良
く

理
解
し
て
い
る
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
有
効
活

用
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

特集／研究とビジネスの融合～動き出す産学官連携～

産学連

産
学
連
携
と
技
術
移
転
に
関
す

る
国
と
自
治
体
の
役
割

6
産
学
連
携
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
企
業
側
の
基
本
的
な
考
え
方

7

企業側のニーズ 大学側のシーズ 

産学連携に関する理解 
（社内体制の確立） （企業側に対する信頼感） 

企業側の付加価値 大学側の技術シーズ 

シーズのコアを理解する 
ポスト・ドクターの有効活用がポイント 

新製品の開発等 

コ　ア 

図１　産学連携を成功させるための企業側の基本的な考え方
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（
１
）
産
学
官
そ
れ
ぞ
れ
の
望
ま
し
い
ス
タ
ン
ス

ど
の
よ
う
な
分
野
に
特
化
し
て
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
一
番
成
果
が
期
待
で
き
る
か
、
工

夫
を
要
し
ま
す
。

①
産
（
企
業
）
の
ス
タ
ン
ス

実
り
あ
る
産
学
連
携
融
合
を
図
る
た
め

に
は
、
企
業
側
は
、
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
大
学
側
（
シ
ー
ズ
）
に
相

談
す
る
こ
と
で
す
。

▼

企
業
側
は
、
大
学
側
の
シ
ー
ズ
を
理
解

で
き
る
体
制
と
人
財
の
育
成
を
図
る
こ

と
が
肝
要
。

②
学
（
大
学
）
の
ス
タ
ン
ス

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
を
良
く
理
解
し
、
そ

れ
に
適
合
す
る
シ
ー
ズ
を
効
率
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
大
学
教
員
の
帰

属
意
識
の
高
揚
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
環

境
を
図
る
こ
と
で
す
。

▼

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
期

待
に
対
し
、
大
学
内
の
体
制
の
確
立
を

図
る
こ
と
。

▼

教
員
・
大
学
院
・
学
部
生
を
対
象
と
し

た
起
業
家
育
成
講
座
の
環
境
促
進
を
図

る
こ
と
が
急
務
。

▼

情
報
の
一
元
管
理
と
は
、
企
業
側
か
ら

相
談
を
受
け
た
テ
ー
マ
を
自
大
学
内
で

保
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、
責
任
を
持

っ
て
他
大
学
に
相
談
し
、
そ
の
相
談
を

受
け
た
企
業
側
に
対
応
す
る
こ
と
（
大

学
間
の
協
業
促
進
強
化
）。

▼

地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
意
識
を
持
つ

こ
と
。

③
官
（
自
治
体
）
の
ス
タ
ン
ス

産
学
官
連
携
促
進
を
実
り
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
の
橋
渡
し
役
に
徹
す
る
こ
と
で

す
。

▼

各
自
治
体
で
、
産
学
官
連
携
融
合
促
進

を
図
る
た
め
の
専
門
家
を
、
最
低
一
名

育
成
す
る
こ
と
。

▼

新
産
業
促
進
と
雇
用
促
進
を
図
る
た
め

に
、
起
業
家
育
成
講
座
等
の
開
催
環
境

を
強
化
す
る
こ
と
。

▼

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
の
た
め
に
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
を
促
進
す

る
こ
と
。

（
２
）
21
世
紀
を
担
う
べ
き
人
財
像
（
技
術
と
経

営
の
両
輪
）

技
術
と
経
営
が
わ
か
る
理
工
科
系
の
人
財

と
、
技
術
を
見
極
め
経
営
が
で
き
る
文
科
系

の
人
財
が
両
輪
と
な
り
、
う
ま
く
融
合
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
技
術
開
発
力
及
び
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
を
増
強
し
、
産
学
官
連
携
、
二

十
一
世
紀
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

S P E C I A L  F E A T U R E S

融　合 

（理工科系） 

（技術と経営がわかる人財） 

高度な技術開発力 

企業内での実績 
（製品開発） 

将来を見据えた開発力 

（文科系） 

（技術を見極め経営ができる人財） 

組織を引っ張る 
マネジメント力 

 企業内での管理能力 
（人を引き付ける人望） 

将来を見据えた開発力 

図２　21世紀を担うべき人財像

［寄稿］産学連携および「学」活用のポイント（ポスト・ドクターなど）

ま
と
め

8

東
京
農
工
大
学
客
員
教
授
　
　
　

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
非
常
勤
講
師

元
日
本
オ
フ
ィ
ス
・
シ
ス
テ
ム
（株）
人
事
総
務
部
長
、

新
規
事
業
部
長

P R O F I L E

白
井
達
郎
氏
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課
題
解
決
の
た
め
に
自
然
発
生
、

大
学
も
サ
ポ
ー
タ
ー

伊
藤：

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
産
学
官
連
携
と
い

う
こ
と
で
、
実
際
に
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
道
を
切
り
開
か
れ
て
い

る
浜
田
先
生
に
実
体
験
談
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
ま
す
。
早
速
で
す
が
、
自
ら
事
業
化
に
踏
み

出
さ
れ
た
ご
動
機
、
ご
契
機
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。浜

田：

　
恩
師
三
浦

先
生
は
、
産
業
界
の

経
験
も
あ
り
、
共
同

研
究
・
受
託
研
究
に

も
熱
心
で
あ
っ
た
た

め
、
自
分
も
企
業
の

方
と
お
会
い
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
研
究

成
果
の
殆
ど
を
企
業

が
持
っ
て
い
っ
て
し

ま
う
と
い
う
問
題
意

識
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
音
と
い
う
題

材
は
、
部
分
的
に
新
し
い
技
術
を
入
れ
て
も
不

十
分
で
、
音
源
か
ら
聴
者
の
耳
ま
で
の
一
連
の

チ
ェ
ー
ン
に
よ
っ
て
初
め
て
完
成
す
る
も
の
な

の
で
、
技
術
を
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
自
分
達

（
大
学
）
自
身
で
全
体
を
や
り
た
い
と
い
う
考
え

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
日
英
の
企
業
・

大
学
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究
に
お
い
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
い
う
具
体
的
課
題
が
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た

め
、
ご
く
自
然
発
生
的
に
大
学
時
代
の
同
級
生

等
の
技
術
者
が
集
ま
り
、
意
気
投
合
し
て
、
結

果
的
に
会
社
組
織
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
感

じ
で
す
。

加
え
て
言
え
ば
、
現

在
の
若
者
は
、
ハ
イ
エ

ン
ド
オ
ー
デ
ィ
オ
で
は

な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ラ

ジ
カ
セ
だ
け
で
、
ゲ
ー
ム
や
映
画
の
音
響
を
通

し
て
、
音
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
教
育
者
と
し
て
、）
そ
ん
な
学
生

達
の
音
や
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
ケ
ア
し
た
い
、

日
本
人
の
感
性
が
き
ち
ん
と
し
た
方
向
へ
育
つ

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤：

　
周
囲
の
先
生
方
や
大
学
、
学
生
さ
ん

の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

浜
田：

　
ち
ょ
う
ど
世
間
で
も
産
学
官
連
携
が

言
わ
れ
出
し
た
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
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社
設
立
に
当
た
り
ご
相
談
し
た
大
学
の
理
事
長

（
企
業
出
身
）
等
か
ら
も
、
ご
理
解
と
積
極
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
乗
効
果
で

大
学
の
「
産
官
学
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
を

煽
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
大
学
側
も
、
（株）
ダ
イ

マ
ジ
ッ
ク
を
前
面
に
出
し
て
Ｐ
Ｒ
に
使
っ
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
に
は
、
理
学
、
工
学
に
か
か
わ

ら
ず
、
学
問
は
美
し
い
セ
オ
リ
ー
に
基
づ
く
美

し
い
も
の
、
商
売
は
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と

い
う
セ
オ
リ
ー
偏
重
の
感
覚
が
残
っ
て
い
る
の

は
確
か
で
す
。
米
国
で
は
、
セ
オ
リ
ー
に
具
体

的
な
数
値
を
入
れ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
、
現
実
に
セ
オ
リ
ー
を
使
っ
た
場
合
に
ど

う
い
う
点
が
問
題
に
な
る
の
か
を
勉
強
し
た
り

す
る
の
で
す
が
。

果
報
と
苦
労

伊
藤：

　
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
、
こ
ん

な
良
い
事
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

浜
田：

　
工
学
で
は
、「
こ
れ
は
使
え
る
技
術

か
」
と
い
う
セ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
教
育
的
観

点
か
ら
良
か
っ
た
の
は
、
実
際
に
製
品
化
し
た

の
で
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
か
ら
ク
オ
リ
テ
ィ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ま
で
全
て
を
具
体
的
に
示
せ
る
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
生
の
工
場
の
姿
も
見
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。（
現
実
に
）
一
歩
踏

み
込
ん
だ
教
育
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

が
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
は
、
実
感
と
し
て
伝

え
ら
れ
る
の
で
、
学
生
も
理
解
が
早
く
な
り
ま

す
。
セ
オ
リ
ー
を
教
え
る
場
合
は
別
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
自
分
に
も
実
体
験
の
な
い
こ
と
を

教
え
る
場
合
、
学
生
に
本
当
に
伝
わ
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
難
し
い
部
分
が
あ
る
の
で
す
。
工

学
教
育
と
い
う
意
味
で
は
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤：

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
特
有
の
プ
ラ
ス
の
面
で
す
ね
。
逆
に

マ
イ
ナ
ス
の
面
は
あ
り
ま
す
か
。

浜
田：

　
今
朝
も
徹
夜
だ
っ
た
の
で
す
が
、
時

間
が
な
い
こ
と
で
す
。
社
長
が
病
気
で
倒
れ
、

今
は
私
が
会
長
兼
社
長
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

大
学
の
先
生
が
技
術
の
研
究
開
発
に
関
わ
る
の

は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
が
、
企
業
の
社
長
と

な
る
と
、
年
中
無
休
二
十
四
時
間
中
、
戦
略
と

収
益
を
考
え
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
本
当

は
専
門
の
人
材
が
必
要
な
の
で
す
が
。「
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
も
、
最
初
は
新
規
性
、
話
題
性
等
で
引

っ
張
っ
て
い
け
ま
す
が
、
次
第
に
組
織
と
し
て

組
み
立
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
に
く
る

と
思
い
ま
す
。
（株）
ダ
イ
マ
ジ
ッ
ク
も
組
織
を
構

築
し
て
、
社
長
は
（
専
門
の
）
社
長
を
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
も
社
長
業
を
経
験
し
て
良

い
勉
強
に
な
っ
た
の
で
、
良
い
組
織
作
り
に
活

か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤：

　
一
番
ご
苦
労
な
さ
れ
た
こ
と
は
何
で

す
か
。

浜
田：

　
ア
イ
デ
ア
が
製
品
に
な
る
ま
で
の
開

発
期
間
中
は
収
入
が
上
が
ら
な
い
の
で
、
そ
の

間
、
金
銭
的
に
ど
う
乗
り
切
る
か
が
一
番
の
苦

労
で
す
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
知
的
財
産
権

担
保
融
資
の
取
引
実
績
が
で
き
た
こ
と
で
、
他

の
銀
行
等
と
の
ル
ー
ト
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

大
学
の
メ
リ
ッ
ト

伊
藤：

　
い
ろ
い
ろ
な
面
で
大
学
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
他
に
お
役
に
立

っ
た
支
援
制
度
等
は
あ
り
ま
し
た
か
。

浜
田：

　
大
学
の
リ
ソ
ー
ス
で
一
番
大
き
い
の

は
縦
横
の
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
研
究
室

の
卒
業
生
だ
け
で
も
四
百
人
を
超
え
て
お
り
、

相
互
に
相
談
相
手
、
情
報
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
自
分
の
専
門
外
の
先
生
方
、
例
え

ば
、
学
内
の
別
学
部
、
別
学
科
の
先
生
方
、
近

隣
の
明
治
大
学
の
Ｔ
Ｌ
Ｏ
、
経
済
学
部
、
経
営

学
部
の
先
生
方
か
ら
い
た
だ
け
る
ア
ド
バ
イ
ス

に
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
敢
え
て

言
わ
な
く
て
も
、
大
学
が
バ
ッ
ク
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
信
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は

大
変
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

経
営
人
材
の
確
保
が
課
題

伊
藤：

　
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
こ
ん
な
点
が
改
善
さ
れ
る
と
、

後
輩
達
が
苦
労
し
な
く
て
済
む
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

浜
田：

　
自
分
達
は
手
探
り
で
、
例
え
ば
、
大

20
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学
で
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
議
論
を
し
た
時
に
も
「
あ
ま
り

規
則
を
作
っ
て
、
縛
り
過
ぎ
な
い
こ
と
を
規
則

に
し
よ
う
」
と
言
っ
て
、
進
み
な
が
ら
調
整
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
逆
に
苦
労
し
な
く
て
済

ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
古
い

学
則
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
大
学
も
多
い
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
規
則
を
作
っ
て
い
く
に
当
た

り
、
米
国
を
模
倣
す
る
だ
け
で
は
ワ
ー
ク
し
な

い
で
し
ょ
う
し
、
日
本
流
の
良
い
調
整
方
法
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
、
分
野
等
で
違
う
の
で
し
ょ
う
が
、

皆
さ
ん
技
術
は
優
秀
な
も
の
を
お
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
シ
ナ
ジ
ー
を
持
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

に
展
開
で
き
る
人
材
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
経
営
を
見
ら
れ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
ス
ピ
ー
ド
が
命
で
、

大
企
業
と
は
異
な
る
経
営
判
断
、
時
期
が
早
い

段
階
で
の
迅
速
な
判
断
が
で
き
る
人
材
、
そ
の

た
め
の
情
報
収
集
能
力
、
外
部
と
の
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
人
材
が
必
要
で
す
。
米
国
は
、
実

際
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
経
験
者
が
多
く
、
途

中
で
経
営
体
制
を
強
化
し
た
り
、
経
営
人
材
を

補
完
し
た
り
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
で
は
そ
う
し
た
母
数
が
少
な
い
の

で
、
対
策
を
し
っ
か
り
考
え
て
ス
タ
ー
ト
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
も
今
苦
労
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
（株）
ダ
イ
マ
ジ
ッ
ク
設
立
時
に
は
、

「
取
締
役
会
で
は
（
議
論
を
中
途
半
端
で
終
わ
ら

せ
ず
）
必
ず
結
論
を
出
す
こ
と
」
を
約
束
し
ま

し
た
。

も
う
一
つ
は
、
や
は
り
資
金
的
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
で
す
。
我
々
の
経
験
で
も
、
既
存
の
銀
行

等
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
し
、
特

定
株
主
に
支
配
さ
れ
る
の
も
避
け
た
い
で
す
。

最
初
は
あ
る
程
度
自
由
に
活
動
で
き
る
余
地
が

な
け
れ
ば
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

伊
藤：

　
（株）
ダ
イ
マ
ジ
ッ
ク
の
今
後
の
ご
展
望

は
い
か
が
で
す
か
。

浜
田：

　
こ
れ
ま
で
は
、
ま
ず
技
術
を
認
知
し

て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
、
事
業
の
基
盤
を
構
築

し
て
き
た
段
階
で
す
。
今
後
は
、
そ
れ
を
ベ
ー

ス
に
営
業
展
開
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
モ
バ

イ
ル
・
オ
ー
デ
ィ
オ
で
、
携
帯
電
話
と
か
、
Ｐ

Ｄ
Ａ
と
か
、
小
型
で
制
約
が
大
き
い
分
、
技
術

が
活
か
せ
ま
す
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア

か
ら
も
引
き
合
い
が
来
て
い
ま
す
。
他
に
、
放

送
分
野
で
の
展
開
も
期
待
が
持
て
ま
す
。
我
々

の
技
術
な
ら
、
マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
二
チ
ャ

ン
ネ
ル
（
分
の
情
報
量
）
で
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

教
育
に
も
好
影
響

伊
藤：

　
最
後
に
、
産
学
官
連
携
に
対
す
る
社

会
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
今
後
の
日
本
の
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
お
考
え
で
す

か
。

浜
田：
　
大
学
の
シ
ー
ズ
を
、「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
と
い
う
形
を
通
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
、
日
本
全
体
に
と
っ
て
も
経

済
活
性
化
の
良
い
刺
激
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で

な
く
、
学
生
の
意
識
改
革
と
い
う
面
で
も
効
果

は
大
き
い
で
す
。
従
来
の
学
生
は
定
期
試
験
前

に
だ
け
コ
ピ
ー
機
に
並
ぶ
状
況
で
す
が
、「
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
連
関
し
た
講
義
の
学
生
は
、

即
時
理
解
し
て
進
ん
で
い
か
な
い
と
駄
目
な
の

で
、
自
然
に
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
た
真
剣
な

質
問
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
基
礎
か
ら
学
問
を
積
み
上
げ
る

こ
と
は
大
切
で
、
だ
か
ら
こ
そ
何
百
年
と
蓄
積

さ
れ
て
き
た
学
問
体
系
を
短
期
間
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、「
今

学
ん
で
い
る
こ
と
が
何
に
使
え
る
か
」
と
い
う

現
実
的
な
セ
ン
ス
を
養
え
ま
せ
ん
。「
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
も
う
一
つ

の
課
題
解
決
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
新
し
い
刺
激
を
与
え
、
今
ま
で
無
か
っ

た
学
問
の
吸
収
の
仕
方
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
、

学
生
の
理
解
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る

の
で
す
。
一
回
こ
う
し
た
考
え
方
を
経
験
す
る

と
、
そ
れ
が
成
功
体
験
と
な
り
、
勉
強
の
仕
方
、

考
え
方
を
覚
え
、
自
信
に
な
る
の
で
す
。
教
育

で
は
、
学
生
の
学
問
に
対
す
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ン
が
重
要
で
す
が
、「
大
学
発
ベ
ン
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ャ
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」
と
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う
題
材
は
、
そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
要
素
に
な
る
と
思
い
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す
。

「
や
っ
ぱ
り
、
日
本
で
は
駄
目
な
ん
だ
」
等

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、
先
行
し
た
者
と
し
て
頑

張
ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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日本政策投資銀行プロフィール
● 設　立　平成11年10月1日
● 資本金　1兆1,122億円（2002年3月末現在）
● 総　裁　小村　武
● 業　務
１）長期資金の供給等（出融資、債務保証等）
２）プロジェクト支援

３）情報発信
● 投融資等残高（2002年3月末現在）

17兆216億円
● 職員数　1,377人（2002年度）
● 国内ネットワーク
本店：東京／10支店：北海道（札幌）、東北（仙
台）、新潟、北陸（金沢）、東海（名古屋）、関西（大

阪）、中国（広島）、四国（高松）、九州（福岡）、南九
州（鹿児島）／８事務所：函館、釧路、青森、富山、
松江、岡山、松山、大分

● 海外ネットワーク
６海外駐在員事務所：ワシントン、ニューヨーク、
ロンドン、フランクフルト、ロスアンジェルス、シン
ガポール
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2．新規事業支援

●新株予約権付融資を実施

平成14年4月、改正商法において新
株予約権が定義されたことを受け、今
般2件の「新株予約権付融資」を行い
ました。これは、融資と同時に当該企
業より発行される新株予約権を取得す
ることによりベンチャー企業への資金
調達支援を行うものです。

当行は今後も引き続き、高度かつ独
自の技術を有し（またはサービスを提
供し）、事業の高い成長性が見込まれ
る企業に対し、多様な資金調達支援を
行う方針です。

●ビジネスモデル特許融資を実施

当行は、（株）あおぞら銀行と協調し
て、ワイズビジネス（株）の行う開発投
資に対する融資を実行しました。
同社は、自社で印刷工場を持たず、全国

200社以上の印刷工場と提携を行い事業
を展開する印刷業者で、昨年度より、カタロ
グとweb上での印刷受注を可能にする
DIGI‐PAL（デジパル）サービスを新たに展
開しています。これにより、利用者はカタロ
グやWeb上に準備された3万点に及ぶテン
プレートを利用し希望の原稿を作成できる

他、オンラインで印刷データを送受信するこ
とから工程・納期の大幅短縮及びコスト削
減を図ることが可能となります。
今般の協調融資は、上記サービスの

システム構築資金を提供するもので
す。ビジネスモデル特許を担保とした
初の融資であり、ベンチャー企業の資
金調達に新たな方法を提供するモデル
事例となる事が期待されます。

3．事業再生

●中堅企業を対象とした企業再
建ファンドへの出資について

当行は、エーシークリードファンド
（仮称、（株）エーシーキャピタルが運
営）、および、ルネッサンスファンド
（BNPパリバジャパン（株）の子会社が
運営）の2つのファンドに対し、出資
を行う方針です。
両ファンドは、過剰債務により業況

が悪化しているものの、本業には相応
の収益力があり、財務リストラや事業
の再構築等により再生が可能な企業に
対して投資を行う企業再生を目的とし
たファンドであり、また、特に、中堅
企業の再生をターゲットとしている点
に特色を有しています。

4．情報発信

●PFI金融・法務プラットフォー
ム協議会について

PFIは既に約60件が事業化されてお
り、本格的に始動していますが、良質
なPFIを構築するためには、(1)PFI推進
のための法・会計制度(2)個別のコンセ
ッションプロセス（入札プロセス）(3)
プロジェクトファイナンスの合理的な
スキーム設計が極めて重要となりま
す。現状では、公共施設の建て替えに

よるファイナンスリース型のPFIが主
体ですが、運営を重視し、民間へのリ
スク移転によりVFMの最大化を図る本
来のPFIを実現するために必要な課題
の整理と対応策が求められています。
また、金融市場の厚みを増すためには、
内外の投資家を誘導することが望まれ
ており、そのためにもInternational
StandardによるPFIのスキーム構築が
必要です。
こうした状況を踏まえ、政策銀行と

4大銀行グループを中心とする民間金
融機関は法律事務所、学識経験者とと
もに、PFIの金融法務面での課題解決
のための研究会を発足しました。この
研究会ではInternational Standardを意
識したPFI推進のために当該分野の実
務第一線担当者を横断的に集め、金融
法務のプラットフォーム構築を目指し
ます。

●最近の調査レポート等

当行は、経済・産業・金融・経営等
の各分野での調査・研究を行っていま
す。最近の発表テーマには以下のもの
があります。
1）調査レポート
・設備投資・雇用変動のミクロ的構
造～上場企業データからみた要素
調整の定型化された事実～
・わが国電気機械産業の課題と展望
～総合電気機械メーカーの事業再
編と将来展望～

・邦銀の投融資動向と経済への影響
2）駐在員事務所報告
・米国NPOのフィナンシャル・マネ
ジメント
・Singapore's appeal as a RHQ
location and the impact of the
recent tax changes
・全米初の官民共同鉄道インフラ、
アラメダコリドー（アラメダ通り
に沿った一部地下式物流回廊）
このほか、支店・事務所からも地域

政策、地域経済の動向等に関する情報
発信を行っています。

【（株）アール・ビー・ティーグループ

融資概要】

事業内容 運送業

物流システムを一元化

対象事業　　したインターネットモ

ールの開発・運営

融資額 30百万円

【ミネルバグループ（株）融資概要】

事業内容 清掃業

清掃管理業界初の本格

対象事業　 的なFC事業管理向け

システム開発

融資額 30百万円
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1．業務関連

●平成15年度概算要求について

平成14年8月30日、政策銀行は、平
成15年度概算要求を取りまとめ、財務
省に提出しました。
国の経済財政政策の方針および特殊

法人改革の趣旨を踏まえ、民間金融機
関と協調しつつ、真に政策的に必要な
分野への資金供給を確保することを基
本スタンスとしました。主な特徴は以
下の通りです。
(1) 真に必要とされる我が国構造改革
促進に貢献する制度整備
…産業・都市・地域の再生に貢献
するため、リスクテイク、収益補
完、金融ノウハウ提供を適切に行
うために必要となる制度を整備し
ます。

(2) 市場創造支援の強化
…プロジェクトファイナンス、
PFI、DIP、事業再生ファンド、大
学発ベンチャーファンド等、これ
まで行ってきた市場創造型政策金
融機能にも積極的に取り組みます。

(3) 保証機能活用による民業補完の一
層の推進
…保証業務目途額を1,000億円と
し、保証機能の一層の活用に注力
します。

(4) 特殊法人改革の趣旨を踏まえた規
模要求
…投融資規模は平成12年度当初計
画比△1兆円の1兆1,780億円です。
…財政融資特別会計からの借入金
は、平成12年度当初計画比約△1
兆円の6,100億円です。

(5) 政策評価を踏まえた要求段階から
の制度見直し
…全投融資プログラムの政策評価
に基づき、制度の大幅な見直しや
スクラップをおこないました。

●信金中央金庫との業務協力合
意書を締結

平成14年7月31日、政策銀行は、国
内各地域における融資業務等を適切に
実施し、地域経済の発展に一層の貢献
を図るため、信金中央金庫と業務協力
合意書を締結しました。相互協力の主
な内容は以下の通りです。
◇地域経済の発展に寄与するＰＦＩ等
のプロジェクトの情報交換、企画立
案支援、協調融資等

◇地域ベンチャー事業または事業再生
事業に対する協調融資等

◇地域経済、地域産業または地元企業
等に関する情報交換、協調融資等

●第12回運営評議員会開催

平成14年7月15日、当行会議室にお
いて、第12回運営評議員会が開催され
ました。今回は、当行から、
(1) 平成13年度決算
(2) ALM・リスク管理
(3) 資産査定とリスク管理債権等
についての説明を行い、評議員にご審
議頂きました。

●企業の経営改革の推進のため
の融資制度を創設

デフレ克服を目指した政府の経済活
性化戦略（「経済財政運営と構造改革に
関する基本方針2002」）に基づき、中堅
企業等の徹底した経営改革を推進する
融資制度（事業構造改革促進融資）を
創設しました。
この制度は、経営改革の遅れがみら

れる中堅企業等の事業者に対し、抜本
的な経営改革の早期実現を促すことに
より再生への道筋をつけ、あわせて事
業者側の新陳代謝の活発化による経済
構造改革の加速化を図ることを目的と
しています。事業者の抜本的な経営改
革計画の策定や主要取引金融機関の協

調支援を条件に、経営改革に必要な長
期運転資金等を対象に融資を行います。

●ＩＳＯ14001の年内取得を
目指し運用開始

ISO14001の認証取得に向け、環境
方針の制定や目的・目標の設定等の計
画を策定し、運用を開始しました。年
内の認証取得を目指しています。
当行は、これまでにも、

◇環境対策に資する投融資の実施
◇国内金融界での先導的役割の発揮
◇環境関連ナレッジの発信
等を行ってきました。今般の取り組み
は、このような活動をより的確かつ広
範に継続・改善させていくことを企図
しています。このため当行の計画では、
紙・ゴミ・電気等削減のためのオフィ
ス活動に加え、
(1) 全投融資案件において環境に有益
な政策効果を評価

(2) 環境関連投融資制度を改善
(3) 土壌汚染など環境リスクの評価手
法の開発、環境格付の検討

(4) UNEPとの連携、海外向け研修など
環境面での国際協力

等、投融資業務やナレッジ・バンク機
能という政策金融機関としての本来業
務の中で、経済社会へ貢献できる「有
益な環境影響」を伸長することを重視
しています。

●第4回財投機関債の発行について

第4回財投機関債（政府保証のない
公募国内債）を平成14年7月30日に発
行しました。

発 行 額 500億円
期　　間 5年（2007年9月償還）
表面金利 0.52％
発行価格 99円98銭

（参考）取得した格付けは以下の通りです。
Moody's A2、 S&P AA-
R&I AAA、JCR AAA
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